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.EReS共同利用研究CJ16-2.H（研究会
環境問題の現場における
学際研究の新展開
研究代表者1近藤康久（地湾高野）対応教員：近醸昭彦（CEReS)
共同研究者：石弁励一郎・奥田昇・窪田）I圏平・手代木功轟（地~研〉・
木本治一（関学文）
：＞：.牢尖向車IJ同盟量関恋人人間文化情究伽情 、
・4わ 総合地球環境学研究所 _)) 
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この共同研究はCEReSI:地理研の学術受，置に制する包活協定に基づ曹企図書れました．
8プロジヱクトが進行中＋終了27プロジェクト
地蟻の環境社会課題に関与するアクターの類型
研究者 団｜科学知 レジデント型研究者
l尊l
i~~！ムァ国技術知 f：でご？－｜？｜盟主－
意思決定者
事業者
生活者
行政知 v 地方行政官
ガパナンスの知 地場の有力者
在来知 NPO脂質
なりわいの知
アヴティブな企業
7ヲ子ィブな地域住民
；無関心層（サイレント
1マジヨリティ）
大学共同利用機関法人人間文化研機橋一；~....－ 総合地球環境学研究所
可司－－ Resoarch Institute f。， Hum•nlty and Nature 
• 2001年に文部震学省附置研究所として創設。京都市北区上賀茂に所在0
．地球環境問題を「人と自然の相互作用環Jの視点から研究。
・文理融合型の共同研究プロジェクトを時限付きで推進。
・社会の多様なアクターとの協働による程学際研究が持ち味。
・持続可能性国際研究プログラム「FutureEarth』のアジアセンタ－.
学際研究 T市n毘disci i円a叩内e罰＂ di 
社会との協働による課題解決製研究
地球環境問題などの社会課題を解決するための
政府・自治体・企業•NPO・地域住民など
社会の多様なアクターとの協働による
・研究の共同計画（co-design)
・知識の共同生産（co-production)
・成果の共同展開（co-dissemination)
IM副日retal目z口13.d。1:10.1016/J.四 sust,13.07.001 ） 
・異なる知識や価値観をアクター聞の学び合い（m叫ual
leaming）が特に重要
futureorth 
判闘1, ,.,' 明1・1・＇I川
・法律、金融、IT、ソーシャルデザイン
などの専門知識・銭能をもっ個人
・地縁はないが、社会貢献意欲が高
L、。
・オープンデータを用いた‘ノーシャル
イノベーションを主
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環境問題の現場
における超 学際
研究の新展開
回盟問 10月9日間13:00～ 10月10日制12:00
総合地球環境学研究所 講演室
喰縛..で・aヨ..・咽司珊ζ’d必..・.ti?!~. 附会・＂悼の例制・0実測が賓’~眠..ヒ金噌ています． ・a踊・（－If一成ずU:.11'>区t ’凶.，.・~
AJ'-f'do,'1’ー柵掬濁係Jt»の・..ずなbも拠年者＃“~銅.u線建＊が磁気畑 （，が ， ：，，只o冊．’E銚賓が伝家知《••b”の冊を闘争!h汚~；懇沿線誘拐堅持基E接謀議事？？鍛認識i延長fF詰戸mi手省＠毘唱。~，，，.引吋・圃CLす. f.t.， ・ト噌， シ.....『 ν －•之、、，企’Wレ‘崎組.，，鍾畑区？いも陣遣する．分，＇＂“’E背守
‘瓜栓会....省主皐n 漫......‘＂－ ・轟市関＂＂・ &tllCτ属省関園。.. ・包........学・・＂＇＂罵...闘掴...岨L，地湖咽蜘闘史S崎俊－~
’‘’万両鎗..予，，.『..ど，ぞみ・，てご，箇‘’ピSぃ．
セッション1
閉鎖性水域の水問題における協働
小倉久子 印繍沼流繊鴎における市民協働
浸野悟史 「しあわせの環境ものさし」づくりに見る超学
際科学』環護保全型農業の新た怠幕開け
コメント： ・窪田｜｜頃平
I所属］ 千葉文 地ー理研 ・それ以外
セッション4
乾燥地における協働
清水貴夫 異床同夢；西アフリカ王手乾燥地に住まう人
びとと砂漠化問題を共有する
祖父江筒紀 モンゴルでの経験から
コメン卜： ・右弁励一郎
I所属1千議文 ー地E寧研 快それ以外
イントロダクション
近議昭彦 JpGUステークホルダーセッションの報告
．近様康久鐘旨説明
木本；告ーなぜ、ステークホルダーなのか
～合議制アソシエーション再考～
基調講演
安岡善文科学伎術を社会にどうつなげるか
～超学際研究の実績と方法論～
学の際｛きわ）を超える
【所属l＇千葉末 ・地E者研 それ以外
セッション2
原子力災害における協働
小林達明 被災地のステークホJレダーとの協働
コメント： 中原聖乃
セッション3
森林保全における協働
蔵治光一郎森林保全におけるステークホルダ とーの協
働
コメント： ・奥田昇
I所属1千葉文 ・地琢研 それ以外
セッション5
リモセンとステー クホルダー の連結
演侃 ドロー ン・リモセンによる市民との協働
繍偉 Contributions of同mote-sensingscientists 
to the Future Earth projec七Whatand How? 
・近綴康久 Google Earth Eng,neを用いた超学際リモ トー
センシングの可能性～地球環境GIS講習会
2016の経験から～
コメント； ー小寺昭彦
ディスカッション
I所属1千葉文 骨池E事研 それ以外
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ワー クショップを通じて
考え始めたこと。
社会謀題解決型研究におけるアクター聞にはどこ
にどんな”ずれ”（ギャップ）が生じる？
1.研究の共同計画 2.知臓の共同生産 3.成果の共同展開
Co寸esign Co-production Co-dissemination 
・課題認擁 －現状認擁 －成果発情
－問題設定 －目標と現状の差 －論文重視ワ
－優先順位 ・研究作法 ・メディア重視？
－解決手段
－用語理解 ・成果展開・リスク評価 －研究の進め方 ・人材育成
・他者認機
地
・社会実装
－モチペーション ・成果評価
－インセンティブ －将来展望
何がギャップを生む？
語量 知識資源の偏在肉集団／外集団の量’性
情報リテラシ 権力関係利権規範 言説
ムラの錠 本音と建前
情報へのアクセス可能性 組織の論理
何がギャップを生む？
社会経済的地位 インセンティヲ 共通よ位目標の欠如
他者への想像力の欠如 関与意欲 価値観宗教
世界観信条情動 不公平感倫理担
感情
当事者意識の欠如 言語 固定観念 タブデ
知識情報ギャップを克服する方法
共同事実確信
相互信組
解決方策の共同計画
??????
?
?????
ギャyブは必ずしも
埋める必要lまない．
現渇
当事者
形式知
暗黙知
モノ・コト関係国
知の橋かけ研究モデル
オー フンサイ工ンス入り
ia学陣（市ヴフローチ
エヴァンジェリスト
レジデント聖研究者
デーヲライブラリアン
サイエンスコミュニケ－1-
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琵琶湖の水尊堆肥活用コミュニティー形成
地疎研・栄聾官E環フロジヱウトとの共同研究
0 品ゆb JpGU-AGU{J；川Meet 2仰
社会とともに地疎理境問題の解訣に取り組む
超学際研究の5長来
2017年5月22日（月）15:30～17:00幕張メッセ特設会場
本セッションでは‘超学際アプローチの理障と具体的な実践例を共有す
ることを通じて、その現状と課題を蓑理し、地球環境研究が今後進むべ
き方向性を予察します．分野を問わず、社会との協働を実践している又
はこれから計画・検討する研究プロジェクトからの話題提供を歓迎しま
す。
代表コンピー ナ．近藤康久
共同コンビーナ．近森昭彦・木本浩一・手代木功基
本日17時（’）投稿締切投手高絶賛募集中 ！
